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『山』 山岳景観日本一

八ヶ岳中信高原国定公園南アルプス国立公園

『水』 ﾐﾈﾗﾙｳｫｰﾀｰ生産日本一

八ヶ岳中信高原国定公園南アルプス国立公園

日本百名山
岳

秩父多摩甲斐国立公園
名水百選
八ヶ岳南麓高原湧水群
（三分一湧水）

日本百名山
甲斐駒ヶ岳

八ヶ岳

（三分一湧水）

日本百名山

名水百選名水百選
白州尾白川白州尾白川

瑞牆山

平成の名水百選平成の名水百選
金峰山・瑞牆山源流金峰山・瑞牆山源流
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活動の経緯・背景

世界に誇る「⽔の⼭」
プロジェクトのきっかけ

２つの感動と感謝
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⼈と⾃然と⽂化が躍動する環境創造 北杜市として⾏ってきた活動

山肌の白さが魅力の甲斐駒ヶ岳
（南アルプス国立公園の 部）

2014.6.12 登録

（南アルプス国立公園の一部）

2014.6.12 登録

釜無川（富士川）の源流地域の環境
変化は 多くの人々に影響する
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変化は、多くの人々に影響する



北杜市環境保全基⾦活⽤事業



「⽔と⽣きる」サントリーが⾏ってきた活動

ー天然⽔の森︓⽔を守り育む活動ー

「天然⽔の森」倍増計画
北杜市／南アルプスでは2008年から
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「天然⽔の森」倍増計画
＜⼯場で汲み上げる量の2倍の地下⽔を⽣み出す広さ＞＝約12,000haに拡げるという⽬標



考え⽅の整理

生態系の保全と持続可能な利活用の調和
＋＋

自然と人間社会の共生

日本に住む人には、本来、あたりまえ。この地域だから、できる！

「どう再認識するか、どう活かせるか︖」
（⾃然、⽂化、そして⼈へ・・・）
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考え⽅の整理

⾃然や地域と向き合っているのは、市⺠だけ︖企業だけ︖⾏政だけ︖

多様性からアイデアと行動が、「楽しみ」が、「変化」が生まれ、
「堂々とした暮らし」と「誇りのもてる地域」を次世代に伝えることができる堂々とした暮らし」と 誇りのもてる地域」を次世代に伝える とができる
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「心意気」 ＋ 「粋な計らい」 ＋ 「一緒にやる！」



地域のＷＨＹ︖

意味あるの︖そんなことして

⽔なんて⽇本にどこにでもあるよ

市⺠の財産が奪われる︕
じゃあ⽔道料⾦ただにしてよ⽔なんて⽇本にどこにでもあるよ

儲けたいだけだろう︖
じゃあ施設を整備しなきゃ︖

都市や企業の都合じゃないか

補助⾦あるの︖じゃあ施設を整備しなきゃ︖

歴史上、事例はある
今は複雑な社会だから できない︖

補助⾦あるの︖

私財 植林 献納

金原明善翁

今は複雑な社会だから。できない︖

私財で植林。献納。
市⺠の⽔環境を守
り、今に伝える。

水は、生きるすべて。
り、今に伝える。
⼼意気︕ 生活、産業、自然の全てに拘わる。

地域が生き抜くために やる！
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地域が生き抜くために、やる！



活動のコンセプト

価値の再認識と再編集⇒地域の活性化
“天然の⽔”にフォーカス、ブランド推進

山肌の白さが魅力の甲斐駒ヶ岳は、地下でマグマがゆっくり固まりできた花崗岩が100万
年以上のときを経て隆起してきたものであり、今なお年間約４mm隆起している。

大きな山が雨雪を捉え、深い谷には原生的な天然性林が広がり、豊かな森と多様な生物、
質の良い水を育む。

山々に囲まれるから晴天に恵まれ、日照時間が日本一。ﾗｲﾁｮｳといった氷期の生物種、国
内でも貴重な動植物が残り、多様な生態系が存在。山・里・農の幸が豊富な奇跡の地。内でも貴重な動植物が残り、多様な生態系が存在。山 里 農の幸が豊富な奇跡の地。

人間の心身にとって貴重な水、恵まれた太陽、溢れる生命に包まれるからこそ、
人間の力が蘇る。
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世界に誇る「⽔の⼭」宣⾔（2015.5.19）

⼈類の貴重な財産として守り育て、
その価値と魅⼒を伝えつづける

 イメージ・ブランド

 体験プログラム 体験プログラム

 保全活動
協定締結（⾏政の慣習を乗り越えて）協定締結（⾏政の慣習を乗り越えて）
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世界に誇る「⽔の⼭」プロジェクト

http://www.mizunoyama.com/
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⼈と⾃然と⽂化を体現するパートナー

#002
金精軒

名⽔を基点に歴史を刻む
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名⽔を基点に歴史を刻む



名⽔のおいしさを伝える取り組み（2015春〜夏）
南 プ 天然⽔かき氷 名⽔体感バ南アルプスの天然⽔かき氷 名⽔体感バスツアー ＰＡでの告知

ＰＲ露出ＰＲ露出
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名⽔のおいしさを伝える取り組み（2015）

稲絵アート

⼩学校の副読本への採⽤
⽇本郵便によるオリジナル

切⼿フレームへの採⽤

「⽔の⼭」をもっと市⺠に⾝近な存在へ
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「⽔の⼭」をもっと市⺠に⾝近な存在へ



そして、２０１６、、、、、

８⽉１⽇ ⽔の⽇ ８⽉１１⽇ ⼭の⽇
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フォーラム、ツアー、マルシェ
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デイキャンプ、映画祭、ランチ
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伝える
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活動の広がり（2016.夏〜秋）

パートナー 北杜市農業企業コンソーシアム
萌⽊の村㈱

サポーター 市内３２事業者

「⽔の⼭」を訪ねる・味わう・知る」をコンセプトに地域資源を棚卸。
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もっと⾝近に︕



課題はある どう考えるのか︖

身近な水 伝統的な家屋身近な水の山 伝統的な家屋

20水と食と健康の関係 楽しくなる伝え方



「⽔の⼭」＝⼈々の未来

市民

北杜市 企業北杜市 企業
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次世代が楽しみ始め る

「⽔の⼭」（⼼意気）＝地域（粋な計らい）＝次世代へ（⽣き残り）

次世代が楽しみ始めている、

市民水の山マルシェ 水の山ＷＳ

「⽔の⼭」

北杜市 企業

世界に誇る「⽔の⼭」
ＴＶ使うの？ ＰＲしよう！

北杜市 企業

夢は続く
多様性からアイデアと行動が生まれ、「楽しみ」になる。
「変化 を許せば
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夢は続く。「変化」を許せば、
「堂々とした暮らし」と「誇りのもてる地域」を次世代に伝えることができる



１００年先をつくる水
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